
　
Ｊ
Ａ
全
中
会
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る

総
合
審
議
会
は
、
政
府
が
６
月
に
決
め

た
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造

プ
ラ
ン
」
を
受
け
て
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革

案
に
つ
い
て
検
討
し
、
11
月
上
旬
に
中

間
と
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
は
こ
の
中
間
と
り
ま
と
め
を

踏
ま
え
、
自
己
改
革
の
内
容
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

自
己
改
革
は
、「
食
と
農
を
基
軸
と

し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
と

し
て
、
農
業
者
や
地
域
住
民
と
一
体
と

な
っ
て
持
続
可
能
な
農
業
と
、
豊
か
で

暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農

業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」

を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
総
合
事
業
の
展

開
に
よ
り
、
こ
の
目
標
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
改
革
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
に

選
ば
れ
る
Ｊ
Ａ
と
な
る
た
め
に
、
今
ま

で
以
上
の
創
意
工
夫
と
経
営
判
断
に
基

づ
き
、
積
極
的
な
事
業
展
開
を
進
め
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
事
業
方
式
へ
の
転
換
の
加
速

化
、
担
い
手
育
成
強
化
、
Ｊ
Ａ
の
業
務

執
行
体
制
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
連
合
会
は
、
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み

を
支
援
・
補
完
す
る
機
能
を
強
化
し
ま

す
。

　

中
央
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら

与
え
ら
れ
た
統
制
的
な
権
限
な
ど
は
廃

止
し
、
Ｊ
Ａ
の
経
営
課
題
の
解
決
や
積

極
的
な
事
業
展
開
の
支
援
を
目
的
と
す

る
自
律
的
な
制
度
と
し
て
、
新
た
な
中

央
会
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

担
い
手
経
営
体
や
多
様
な
組
合
員
の

意
思
を
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
反
映
し
、
意
思

決
定
を
迅
速
に
す
る
た
め
に
、
業
務
執

行
体
制
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
の
整
備
が
必

要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
理
事
な
ど
の
「
担
い
手

枠
」
や
「
女
性
枠
」
を
設
定
・
拡
大
し

た
り
、
理
事
選
出
方
法
の
見
直
し
に
よ

る
生
産
部
会
や
青
年
部
、
女
性
部
の
代

表
者
を
理
事
な
ど
に
登
用
し
た
り
す
る

仕
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
常
勤
の
営
農
経
済
担
当
理
事

の
明
確
化
、
理
事
会
を
補
完
す
る
営
農

経
済
委
員
会
や
販
売
事
業
委
員
会
な
ど

の
設
置
、
積
極
的
な
施
設
投
資
に
必
要

と
な
る
様
々
な
仕
組
み
の
整
備
も
検
討

し
ま
す
。 組

織
運
営
整
備
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